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１ 点検評価の概要

（１）趣旨

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２

号）第２６条の規定に基づき、教育委員会は、毎年、教育に関する事務の

管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告

書を議会に提出するとともに、公表することとされています。

この度、本市教育委員会では、令和３年度の教育委員会活動状況及び実

施した事業について、教育に関し学識経験を有する外部委員の意見を徴

し、点検及び評価を実施いたしましたので、本報告書のとおり公表いたし

ます。

（２）点検及び評価の対象

点検評価の対象事業は、常陸大宮市教育振興基本計画（後期改訂：平成

３０年度～令和４年度）の基本施策として実施する事業、常陸大宮市総合

計画（実施計画）における令和３年度重点事業及びその他点検評価が必要

と認める事業から６事業を選定いたしました。

（３）点検及び評価の方法

教育委員会が令和３年度に実施した事務事業を「教育委員会の活動」、

「教育委員会が行った事業（点検評価対象６事業）」の二つに大別し、点

検評価内容の客観性を確保するため、常陸大宮市教育行政点検評価委員規

程（平成２１年教育委員会訓令第１１号）に基づき委嘱した外部委員から

事業の点検評価を受け、事業評価に対する意見を求めるとともに、教育に

関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価に関する所見を求めま

した。

① 委員会開催日

第１回 令和４年９月２９日（木）

行政点検評価対象事業の説明及び事業の選定

第２回 令和４年１０月２６日（水）

対象事業の点検評価実施、委員の意見集約



2

② 教育行政点検評価委員（順不同）

・栗田 将夫 氏（元茨城県教職員）

・安藤 みゆき 氏（茨城女子短期大学教授）

・松橋 義樹 氏（常磐大学助教）

（４）令和３年度に教育委員会が実施した主な事業の点検及び評価結果

※参考：評価結果の考え方

内部評価 委員による点検評価

【①事業執行状況】

【評価結果】

事業数 比率(％)

Ａ必要性・

効果が高い
3 50.0

Ｂ必要性・

効果がある
2 33.3

Ｃ必要性・

効果がない
1 16.7

【②今後の方針】

事業数 比率(％) 事業数 比率(％)

廃止・休止 1 16.7 廃止・休止 １ 16.7

縮小 ― ― 縮小 ― ―

見直し 3 50.0 見直し 3 50.0

現行どおり 2 33.3 現行どおり 2 33.3

拡充 ― ― 拡充 ― ―

廃止・休止

事業を実施する必要がなくなったもの

別の事業に置き換えていけるもの

事業が終了したもの

縮小 事業内容の見直しを行い縮小が必要なもの

見直し 事業内容の見直しが必要なもの

現行どおり 現状の予算等で事業効果が得られるもの

拡充 事業費を増やすことで事業効果が高まるもの
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２ 教育委員会の活動状況

（１）教育委員の選任状況

（２）教育委員会会議の開催状況

職 氏 名 任 期

教 育 長 茅 根 正 憲 任 期 H30.12.25 ～ R3.12.24

委 員 生 天 目 茂
任 期 H28.4.1 ～ R2.3.31

R2.4.1 ～ R6.3.31

委 員 諸 澤 信 子

任 期 H25.10.20 ～ H29.10.19

H29.10.20 ～ R3.10.19

（教育長職務代理者 R3.2.23 ～ R3.10.19）

委 員
任 期 R1. 12. 25 ～ R5. 12.24

（教育長職務代理者 R3.10.20 ～ ）

委 員 宮 本 亜希子 任 期 R3. 2. 23 ～ R7. 2.22

委 員 宮 田 則 子 任 期 R3. 10. 20 ～ R7. 10.19

月 日 区分 議案件数 協議件数 報告件数 選挙件数

Ｒ 3年 4月26日 定例会 ９ ― ２ ―

5月24日 定例会 ５ ― ２ ―

6月25日 定例会 ２ １ ２ ―

7月26日 定例会 ４ ２ ３ ―

8月25日 定例会 ― ２ ３ ―

9月27日 定例会 ５ ― ４ ―

10月25日 定例会 ４ ２ ２ ―

11月26日 定例会 ２ ２ ３ ―

12月22日 定例会 ２ １ ４ ―

Ｒ 4年 1月25日 定例会 ３ ― ３ ―

2月25日 定例会 １２ １ ３ ―

3月15日 臨時会 １ ― ― ―

3月25日 定例会 ７ ― ４ ―

合 計

定例会（１２回） ５５ １１ ３５ ―

臨時会（ １回） １ ― ― ―
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（３）会議及び研修会等への参加状況

・市町村教育委員会教育長会議（オンライン会議）

・管内市町村教育委員会教育長等会議

・市町村教育長協議会夏期・冬期研修会（オンライン会議）

（４）総合教育会議の開催状況

（５）その他

・学校管理訪問（小学校 11校、中学校 4校）（参加者：教育長）

・成人式（参加者：教育長職務代理者）

・教育委員会事務局職員辞令交付式（参加者：教育長）

・教職員辞令交付式（参加者：教育長、教育委員）

・教職員人事異動辞令交付式（参加者：教育長職務代理者、教育委員）

会議日 件 名 参加者

R3年 12月 22日 次期常陸大宮市教育大綱の策定について
教育長、

教育委員

R4年 1月 25日
（１）次期常陸大宮市教育大綱の策定について

（２）全国学力・学習状況調査について

教育長職務

代理者、

教育委員

月 日 訪 問 先

Ｒ 3年 6月 4日 上野小学校、村田小学校、第二中

9月 9日 大賀小学校、大宮北小学校、大宮中学校

9月16日 山方南小学校、山方小学校、山方中学校

10月15日 大宮小学校、大宮西小学校

10月19日 美和小学校、明峰中学校

11月 1日 緖川小学校、御前山小学校
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３ 個別事業（令和３年度事業）の点検評価結果

番
号

事 業 名 所管部署 内部評価 点検評価

1 中学生海外研修事業 学校教育課 見直し 見直し

2
フューチャースクール推進事業

（中学校）
学校教育課 廃止・休止 廃止・休止

3 ふれあいの船事業 生涯学習課 見直し 見直し

4
図書情報館利用促進小学校巡回

バス事業
生涯学習課 見直し 見直し

5 学校体育施設開放運営事業 文化スポーツ課 現行どおり 現行どおり

6 古文書調査事業 文化スポーツ課 現行どおり 現行どおり
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部課
局名

学校教育課
事務事業
対象年度

点検評価結果

点 検 評 価
結 果 理 由

主な意見

令和４年度教育行政（個別事業）点検評価結果報告書

事 業 番 号 令和３年度

事 務 事 業 名 中学生海外研修事業

事 業 の 目 的
　市内の中学3年生を対象に、オーストラリアで7泊8日の海外研修を実施する。現地の学
校生活やホームステイ等を通して、語学力の向上を図るとともに、自然や歴史、文化等に
ついて学び、国際的な視野と感覚を広める。

事 業 の 概 要

　4月に運営委員会を開催し、プロポーザルにより委託業者（旅行会社）を選定する。5月
に研修生を募集、6月に研修生を決定し、計4回の事前研修を行う。8月の中旬頃に海外
での現地研修（7泊8日）を実施し、帰国後に事後研修を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

研修先　　 ：オーストラリア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
研修期間　：8月中旬頃（8日間）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
参加人員　：生徒（定員）80名、引率8名、計88名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
研修内容　：シドニー市内ハイスクールにおける授業への参加、校外学習、5泊6日の
　　　　　　　　ホームステイ、異文化体験学習（最終日）

【事業費　6千円】（令和3年度実施中止のため、運営委員報酬のみ）

①　事業執行状況（Ⅲ）の評価結果

②　今後の方針

【A委員：見直し】　
　中学３年生を対象にした海外での体験活動は、学校教育活動では得ることのできない
貴重な経験となっています。また、英会話を通して異文化に触れることは、英語力向上に
もつながっています。

【B委員：見直し】
　新型コロナウイルスの世界的な感染状況を考えると、来年度も実施ができないことも考え
られるので、国内で実施できる企画を考えるなどの見直しが必要だと思います。　

【C委員：見直し】
　本年度（令和4年度）はすでに代替事業が実施されている状況も考慮し、見直しという評
価が妥当である。
　ただし、新型コロナウイルス感染症の状況を見通すことが難しかったことは考慮すべきで
あるが、前年度、評価年度及び令和4年度と同様の活動指標及び成果指標を設定した点
については適切な指標であったか検討が必要である。

【A委員】
　本事業は平成17年度から同一国を訪問する事業として今日まで長年実施しており、訪
問先や活動内容等について検討する時期に来ていると思われます。

【B委員】
　中学生の語学力向上や国際的な視野を広げるという目的の事業の継続は必要であると
考えます。将来常陸大宮市を担う人材育成としても期待できると思います。

【C委員】
　今後も新型コロナウイルス感染症の推移を見守りつつ、参加者およびその保護者の
ニーズに適切に対応した事業のあり方を検討していただきたい。

内 部 評 価 結 果
（ 総 合 評 価 ）

点
検
評
価
委
員
に
よ
る
評
価
結
果

必要性・効果がある 必要性・効果がない

　拡充 　見直し 　縮小 　廃止・休止　現行どおり

必要性・効果が高い

　拡充 　現行どおり

　現行どおり 　縮小　拡充 　見直し 　廃止・休止
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2
部課
局名

学校教育課
事務事業
対象年度

点検評価結果

点 検 評 価
結 果 理 由

主な意見

令和４年度教育行政（個別事業）点検評価結果報告書

事 業 番 号 令和３年度

事 務 事 業 名 フューチャースクール推進事業（中学校）

事 業 の 目 的

　本事業では、無線LAN環境を整備することにより、高速情報回線に接続できる環境を整
えるほか、持ち運び可能なタブレット型PCをPC教室のPCとして計画的に導入することによ
り、学校教育活動全般においてICTの活用を容易にし、学習活動の様々な場面でPCを効
果的に活用し、生徒の主体性や関心・意欲、知識・理解を高める。

事 業 の 概 要

　既存PC教室に設置されていたデスクトップ型PCを、キーボード脱着式タブレット型PCに
変更し、各普通教室でタブレット型PCが活用できるよう、学校で無線LANが使える環境を
整備した。普通教室等において授業に活用できる授業支援ソフト（ICT支援員付）を導入
し、導入後に教員がICTを授業に有効に活用できる環境を構築した。
　導入については、当時（H27～）のＰＣ教室のリース契約が終了する学校から順次導入
し、契約は5年間のリース契約とする。

【事業費　24,445千円】

①　事業執行状況（Ⅲ）の評価結果

②　今後の方針

【A委員：廃止・休止】　
　生徒個々に一台のダブレットＰＣが導入され、すでに教育活動が実施されています。ま
た、リース契約が満了になるこの機会に本事業の終了も考えられます。

【B委員：廃止・休止】
　GIGAスクール構想に伴う一人一台端末及び高速大容量通信ネットワークの整備が進
み、本事業の必要性はなくなったので、廃止して良いと思います。

【C委員：廃止・休止】
　事業の目的にある環境整備等が終了したことから、廃止という評価が妥当である。
　ただし、同じく事業の目的にある「学習活動の様々な場面でPCを効果的に活用し、生徒
の主体性や関心・意欲、知識・理解を高める。」という点について今後継続的な検証が必
要である。

【A委員】　
　現在、タブレットＰＣに移行し教育活動を実施していますが、授業展開に支障がないこと
からも本事業の廃止も考えられます。

【B委員】
　学校教育活動においてICTの活用により、生徒の主体性、意欲、知識、理解を深めるこ
とができると思います。ICTの整った教育環境を活かす学びが実現されることを期待しま
す。

【C委員】
　市の「確かな学力育成プロジェクト」でICT活用に関する研究等が進められているとのこ
とであるので、本事業のフォローアップとなる取組として重点的な実施をお願いしたい。

内 部 評 価 結 果
（ 総 合 評 価 ）

点
検
評
価
委
員
に
よ
る
評
価
結
果

必要性・効果がある 必要性・効果がない

　拡充 　見直し 　縮小 　廃止・休止　現行どおり

必要性・効果が高い

　拡充 　現行どおり

　現行どおり 　縮小　拡充 　見直し 　廃止・休止
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3
部課
局名

生涯学習課
事務事業
対象年度

点検評価結果

点 検 評 価
結 果 理 由

令和４年度教育行政（個別事業）点検評価結果報告書

事 業 番 号 令和３年度

事 務 事 業 名 ふれあいの船事業

事 業 の 目 的
　市内の小学6年生を対象に、船を利用した共同生活により、自立心及び仲間を思いやる
心や友情を育み、地域を越えた児童相互のふれあいや出会いを大切にする心を養う。

事 業 の 概 要

　4月に実行委員会を組織し、参加者募集を行う。5月にプロポーザルで業者を選定する。
児童の事前研修会を開催し、班の中での係や現地での役割を1人ずつ決める。事業中に
必要な物の準備は児童が行うように指導し、7月下旬から8月上旬にふれあいの船事業を
実施する。

行先　　　　：北海道方面
期日　　　　：Ａ班 7月22日（月）～26日（金）　Ｂ班 7月29日（月）～2日（金）　　　　　
体験内容　：夕張炭鉱見学ツアー、藤田ファーム、ナイタイ高原、搾乳体験・バター
　　　　　　　　つくり、札幌班別散策、北海道博物館見学
　　　　　  　（※期日及び体験内容は令和元年度参考）

【事業費　-　円】（令和3年度は実施中止のため）

①　事業執行状況（Ⅲ）の評価結果

②　今後の方針

【A委員：見直し】　
　小学生が親元を離れ、フェリー船内及び北海道での活動は、学校生活では経験できな
い貴重な体験だと考えます。

【B委員：見直し】
　とても必要性、効果の高い事業であり、新型コロナウイルス感染症対策なども含めた行
程の見直しなどを行い、ぜひ継続して欲しいと考えます。

【C委員：見直し】
　　当面は当初の事業内容での事業実施が困難であると考えられることから、見直しという
評価が妥当である。
　ただし、新型コロナウイルス感染症の状況を見通すことが難しかったことは考慮すべきで
あるが、前年度、評価年度及び令和4年度と同様の活動指標及び成果指標を設定した点
については適切な指標であったか検討が必要である。

内 部 評 価 結 果
（ 総 合 評 価 ）

点
検
評
価
委
員
に
よ
る
評
価
結
果

主 な 意 見

【A委員】　
　経費の中で保護者負担額の増が難しい状況であり、また医療関係者とボランティアの確
保が困難であることから事業内容を見直す時期に来ていると思われます。

【B委員】
　市内の小学生６年生全員を対象とした事業であるというところに意義があると思います。
学校生活では得られない体験活動を経験することができ、受益者負担の問題もあると思
いますが、どのような家庭の子どもも北海道の旅行を経験できることが素晴らしいと考えま
す。他の市町村の実施状況の情報などを入手して見直し案を検討していただきたいと思
います。

【C委員】
　今後も新型コロナウイルス感染症の推移を見守りつつ、参加者およびその保護者の
ニーズに適切に対応した事業のあり方を検討していただきたい。

必要性・効果がある 必要性・効果がない

　拡充 　見直し 　縮小 　廃止・休止　現行どおり

必要性・効果が高い

　拡充 　現行どおり

　現行どおり 　縮小　拡充 　見直し 　廃止・休止
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4
部課
局名

生涯学習課
事務事業
対象年度

点検評価結果

点 検 評 価
結 果 理 由

令和４年度教育行政（個別事業）点検評価結果報告書

事 業 番 号 令和３年度

事 務 事 業 名 図書情報館利用促進小学校巡回バス事業

事 業 の 目 的
 夏休みを利用して市内の小学生を図書情報館に迎え、館内で自由に読書などをし、図
書情報館に親しんでもらうことで、今後のより一層の利用促進を図ることを目的とする。

事 業 の 概 要

 　3月に市バスの予約をし、6月に参加者募集を行い、市バスの申請や傷害保険に加入
する。利用カードを持っていない児童のカードを当日までに作成する。当日は館内で自
由に読書をするほか、図書情報館に関するクイズなどを実施して図書情報館に親しんで
もらう。

【送迎区間】各小学校から図書情報館まで
【体験内容】・館内見学・読書・ゲーム・映画上映・図書情報館に関するクイズの出題等

【事業費　-  円】（令和3年度は実施中止のため）

①　事業執行状況（Ⅲ）の評価結果

②　今後の方針

【A委員：見直し】　
　夏休み期間中に児童が図書情報館まで運行する巡回バスを利用し、図書情報館内の
見学及び自由読書等を通し、児童が本に親しむ機会となっており意義ある事業と考えま
す。

【B委員：見直し】
　子どもたちが、図書館に親しむことはとても大切なことなので、参加児童が増えるような
見直しが必要であると考えます。

【C委員：見直し】
　当面は当初の事業内容での事業実施が困難であると考えられることから、見直しという
評価が妥当である。

内 部 評 価 結 果
（ 総 合 評 価 ）

点
検
評
価
委
員
に
よ
る
評
価
結
果

主 な 意 見

【A委員】
　児童の参加増を図るため手立ての一つとして、常陸大宮市公共交通路線バスとの連携
活用が図られないでしょうか。　

【B委員】
　小学校を巡回するだけでなく、巡回する拠点を小学校以外にも増やすことや、図書館情
報館にアクセスしにくい、高齢者と小学生のコラボ企画などの検討はいかがでしょうか？　

【C委員】
　今後は特定のニーズ（図書館から遠い地域に住む小学生など）に焦点化した事業運営
も検討していただきたい。

必要性・効果がある 必要性・効果がない

　拡充 　見直し 　縮小 　廃止・休止　現行どおり

必要性・効果が高い

　拡充 　現行どおり

　現行どおり 　縮小　拡充 　見直し 　廃止・休止
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5
部課
局名

事務事業
対象年度

点検評価結果

点 検 評 価
結 果 理 由

令和４年度教育行政（個別事業）点検評価結果報告書

事 業 番 号 文化スポーツ課 令和３年度

事 務 事 業 名 学校体育施設開放運営事業

事 業 の 目 的
　市内の小・中学校の体育施設を、学校教育に支障のない範囲で開放し、市民の健康づ
くりや体力の増進、スポーツ・レクリエーション活動を推進していくことを目的とする。

事 業 の 概 要

　常陸大宮市内小・中・高等学校の開放事業を行う。
　・学校体育施設使用登録申請書の受理・使用許可証の交付
　・管理員が不在の施設を利用する団体への鍵の貸与
　・日誌の集計
　・管理員への施設管理謝礼の支払
　・利用団体、学校及び管理員との連絡調整

　【事業費　389千円】

①　事業執行状況（Ⅲ）の評価結果

②　今後の方針

【A委員：現行どおり】　
　市民が身近にある体育施設を利用しスポーツ等に親しむことは、市民の健康づくりや生
涯スポーツを親しむ機会になっています。また、活動を通して各種団体の活性化につな
がっています。

【B委員：現行どおり】
　市内のスポーツやレクレーション活動推進のため、学校資源を有効に活用することは望
ましいと考えます。

【C委員：現行どおり】
　現在の事業内容で目的はおおむね達成されており、また今後も継続して実施する性質
の事業であることから、現行どおりという評価が妥当である。
　ただし、新型コロナウイルス感染症の状況を見通すことが難しかったことは考慮すべきで
あるが、前年度、評価年度及び令和4年度と同様の活動指標及び成果指標を設定した点
については適切な指標であったか検討が必要である。

内 部 評 価 結 果
（ 総 合 評 価 ）

点
検
評
価
委
員
に
よ
る
評
価
結
果

主 な 意 見

【A委員】　
　小・中学校の体育施設利用にあたっては、学校や利用団体との連絡調整等の労力を要
しますが、施設利用がさらに図られるよう事業を推進していただきたい。

【B委員】
　スポーツをする機会を必要としている市民は多いと思うので、大切な事業であると考えま
す。

【C委員】
　利用者や利用団体の固定化という課題に対しては、申込者・申込団体に応じた柔軟な
対応を検討していただきたい。

必要性・効果がある 必要性・効果がない

　拡充 　見直し 　縮小 　廃止・休止　現行どおり

必要性・効果が高い

　拡充 　現行どおり

　現行どおり 　縮小　拡充 　見直し 　廃止・休止
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6
部課
局名

文化スポーツ課
事務事業
対象年度

点検評価結果

点 検 評 価
結 果 理 由

令和４年度教育行政（個別事業）点検評価結果報告書

事 業 番 号 令和３年度

事 務 事 業 名 古文書調査事業

事 業 の 目 的
　市内に存在する古文書の調査・整理を行い、散逸や破損を防止するなど、古文書を適
切に保存することで後世に伝えていくことを目的とする。また、古文書を活字化し、史料集
として刊行するなど普及促進を図る。

事 業 の 概 要

古文書の適切な保存・管理
⇒古文書保全ボランティア組織等からの情報収集、現地調査、古文書の整理・補修等の
実施

地域に残る古文書等から得られた歴史・文化的情報を市民に周知する。
⇒史料集等の刊行

【事業費　921千円】

①　事業執行状況（Ⅲ）の評価結果

②　今後の方針

【A委員：現行どおり】　
　現存する古文書の整理保存は、後世に継承するためにも大切な事業であります。また、
本事業においては、古文書保全ボランティアの方と連携し、継続した活動を実施してお
り、意義の高い事業と考えます。

【B委員：現行どおり】
　地域史料の保存や市民への普及啓発につながるものなので、現行どおりで良いと思い
ます。

【C委員：現行どおり】
　現在の事業内容で目的はおおむね達成されており、また今後も継続して実施する性質
の事業であることから、現行どおりという評価が妥当である。

内 部 評 価 結 果
（ 総 合 評 価 ）

点
検
評
価
委
員
に
よ
る
評
価
結
果

主 な 意 見

【A委員】　
　文化財、古文書等の保存は、後世に残さなければならない貴重な取り組みであります。
また、今後は文書館、資料館等の資料をデジタル・アーカイブ化の必要性の高まりにより
有資格者の配置の検討をお願いしたい。

【B委員】
　古文書が代替わりなど散逸してしまう恐れがあるので、重要な事業であると考えます。ま
た、保存だけでなく、常陸大宮市民が誇りを持てるように、歴史のある常陸大宮市のア
ピールにつながれば良いのではないかと考えます。

【C委員】
　本事業の担い手（ボランティアを含む）を継続的に育てていくという観点からの事業運営
をお願いしたい。

必要性・効果がある 必要性・効果がない

　拡充 　見直し 　縮小 　廃止・休止　現行どおり

必要性・効果が高い

　拡充 　現行どおり

　現行どおり 　縮小　拡充 　見直し 　廃止・休止
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12

令和４年度常陸大宮市の教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評価

結果（令和３年度事業分）に関する所見

常陸大宮市教育行政点検評価委員 栗田 将夫

１ 教育委員会の活動状況

教育委員会の会議等の活動につきまして、適正に進められていると評価い

たします。

２ 教育委員会が管理・執行する事務

教育委員会の管理・執行事務につきまして、適正に進められていると評価

いたします。

３ 教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務

教育長に委任されている事務につきまして、適正に執行されていると評価

いたします。



13

令和４年度常陸大宮市の教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評価

結果（令和３年度事業分）に関する所見

常陸大宮市教育行政点検評価委員 安藤 みゆき

１ 教育委員会の活動状況

教育委員会の活動状況について、点検評価をさせていただきました。適正

に進められていると評価いたします。

２ 教育委員会が管理・執行する事務

教育委員会が管理・執行すべき事務について、適正に管理執行されている

と評価いたします。

３ 教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務

教育委員会が管理・執行を教育長に委任されている事務について、適正に

執行されていると評価いたします



14

令和４年度常陸大宮市の教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評価

結果（令和３年度事業分）に関する所見

常陸大宮市教育行政点検評価委員 松橋 義樹

１ 教育委員会の活動状況

教育委員会の活動について、適正に進められている。

従来からの教育課題に加え、一昨年度および昨年度に引き続き新型コロナ

ウイルス感染症への迅速かつ適切な対応が求められている状況において、教

育委員会が市長部局や企業・団体と積極的に連携しつつリーダーシップを発

揮して活動していただきたい。

２ 教育委員会が管理・執行する事務

教育委員会が管理・執行する事務について、適正に進められている。

引き続き、事務の効率化と質の向上の両立に努めていただきたい。

３ 教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務

教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務について、適正に進めら

れている。

教育委員会が管理・執行する事務と同様、引き続き、事務の効率化と質の

向上の両立に努めていただきたい。


